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インテリジェントビル向け統合形ビル管理システム
IntegratedBuildingAutomationSYStemSforlntelligentBuildings

近年,ビルのインテリジェント化は大規模ビルから中小規模ビルへと急速に

進んできている｡

中小規模のインテリジェントビルでは,ビル管理システムを中心にPBX,セ

キュリティシステム,ビルマネジメントンステムなどのサブシステムとの統合

化を図ったコストパフォーマンスの高いシステムが強く望まれている｡

これらニーズに対応すべく他サブシステムとの統合化が容易な中小規模イン

テリジェントビル向け機能分散形ビル管理システム"BUILMAX-MD”を開発

した｡本稿では,システムの開発方針,システムの中核となるインテリジェン

ト端末HIRIS及びモデルビル｢E]立ビルシステム研究センタ+向けモデルシス

テムについて述べる｡

□ 緒 言

インテリジェントビルではビル管理システム,PBX(Private

BranchExchange),セキュリティシステム,ビルマネジメン

トシステムなどを導入して,居住者に対しては快適性･利便

性･安全性を,ビルオーナーに対しては省エネルギー･省力

化を図っている｡

ビルのインテリジェント化は主に大規模ビルで進められて

きたが,近年,中小規模ビルにまでインテリジュント化の要

求が高まってきた1)｡

しかし,中小規模ビルでは経済性がより強く要求されるた

め,ビル管理システムを中心に他のサブシステムとの統合化

を図ることによって,コストパフォーマンスの高いシステム

とすることが求められている｡また,中小規模ビルでは維持

管理費の面から専任管理者を確保しておくことが困難なため,

管理の無人化を行う遠隔監視サービスもニーズとして高まっ

てきている｡

そこで,これらニーズに対応すべく中小規模インテリジェ

ントビル向けビル管理システムとして,インテリジュント端

末HIRIS(HitachiRemoteIntelli酢ntStation)による機能分

散形ビル管理システム"BUILMAX-MD''を開発したので以

下に紹介する｡

8 機能分散形ビル管理システム"BUlJMAX-MD”

2.1開発の考え方

ビル管理システムはビル内の空調設備,受変電設備,給排

水設備,照明設備,エレベーター設備などを監視･制御する

中枢システムであ｢),ビルのインテリジェント化に伴いその

重要性が一段と増大し,高い信頼性が要求されている｡また,
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ビル設備の増改築などによるシステム拡張時にも,システム

を停止せずに行えるフレキシビリティもいっそう必要となっ

てきた｡

今までのビル管理システムは主要機能のほとんどを1台の

コンピュータに集中化していたため,そのコンピュータが故

障した場合のシステムダウンは避けられず,高い信頼性を要

求される大規模ビルなどでは二重系システム構成が採用され

てきた｡インテリジェント化される中小規模ビルでのビル管

理システムもますますその信頼性が要求されてきているが,

大規模ビルと同じような二重系システム構成は経済性の点か

ら現実的ではない｡

そこで,従来,中央に集中していた各種制御機能を端末に

分散配置する機能分散形のシステム構成とすることで1箇所

のコンピュータ故障によりシステムダウンが引き起こされる

ことのないタフな中小規模ビル向けビル管理システムの実現

を可能とした｡

図1は新しく開発した機能分散形ビル管理システムのコン

セプトを示したもので,システム計画から施工･運営に至る

一貫したフィロソフィーを"FITS''(Flexibility,Integration,

Tougbness,Saving)という言葉で表している｡

2.2 システム構成2)

新しく開発した機能分散形ビル管理システムの構成を図2

に示す｡ビル内の空調設備や受変電設備などとインタフェー

スをとるインテリジェント端末レベルから,伝送･管理及び

計画マネジメントレベルまでの各階層によって構成される｡

インテリジェント端末レベルにはスケジュール制御やDDC

(DirectDigitalControl)制御などの制御機能を,管理レベル

*日立製作所機電事業本部 **日立製作所水戸1‾場 ***日立製作所システム事業部 ****日立製作所日立研究所
*****日立エレベータサービス株式会社
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図l 開発コンセプト 計画から施工･運営に至る一貫Lたフィロ

ソフィーを``FITS”(Fiexibilitylntegration Toughness Saving)という言

葉で表している｡
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には表示や操作などのマンマシン機能を,計画マネジメント

レベルにはデータの統計処理機能を適切に配分することによ

って一重系システム構成であっても高いフォールトトレラン

ト性を持たせることができる｡

例えば,計画マネジメントレベル,管理レベル,伝送レベ

ルなどで万一トラブルが生じても,インテリジェント端末レ

ベルでビル設備を継続運転することができるため,従来シス

テムのように一挙にシステムダウンに至らずシステム運転を

継続することができる｡

田 インテリジェント端末H旧IS

3.1構成と仕様

機能分散システム構成を可能にしたのは,新しく開発した

インテリジュント端末HIRISである(図3)｡

基本構成を図4に,基本仕様を表1に示す｡このインテリ

ジュント端末HIRISは次のような特長を持っている｡

(1)PBX,公衆電話回線,専用LAN(LocalAreaNetwork)

などと結べるように通信インタフェースの多様化を図った｡

これによI),各種の通信方式に対する最適なシステムを選

択でき,また施工･拡張にも柔軟かつ容易に対応できる｡

(2)ビル設備とHIRISとのインタフェースとなる入出力処理
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図2 システム構成 機能分散構成によって,
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高いフォールトトレラント性を持っている｡

注:略語説明 OA(0=lCe Automatio【)

F.DISK(Flexjble Disk)

CP](CentralProcessingU山t)

CRT(Cathode RayTube)

PRT(Printer),l/F(lnterface)

HIRIS(HitachiRemote
lnte仙gent Station)



部TM(TerminalModule)をビル設備の近くに設置し,その

間をシリアル伝送で結合する構成とした｡

このため,ビル設備のレイアウトに応じた最適な配置や配

線コストの削減が可能となった｡

(3)HIRISの持つマイクロコンピュータによって空調DDCな

ど各種のローカル制御を行える｡

図3 HIRISの外観

化を図っている｡

公衆電話回線

キャリングカード
ターミナル

H‖引S

外形寸法幅300×奥行70×高さ550(mm)と小形

PBX
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卜‖RIS
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(TM)

｢

専用+AN

パーソナル

コンピュータ･
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｢
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注:略語説明

PBX(PrivateBranchExchange),LAN(Loca】AreaNetwork)

TM(Termina=uo仙e)

図4 H旧ISのシステム構成 H旧IS本体と入出力処理部を分離し,

その間をシリアル伝送で結合する構成により,最適配置や配線費削減が

可能となった｡
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表I HIRISの基本仕様 通信インタフェースや外部インタフェー

スの多様化を図っている｡

項 目 仕 様

HIRIS

CPU

プロセッサ 柑ビットマイクロコンピュータ

メモリ 5】2kバイト(lCメモリカード使用)

他 ハード時計,WDT付き

外部けF

PBX電話回
線l/F

用途･‥‥PBX,日本電信
電話株式会社回線

専用電話線

回線数…………l回線 l回線

NCU形式…‥…AA形

ダイヤル形式･･･DP/PB
選択

伝送速度…‥…300/l′200
bps

】′200bps

変調方式‥…‥‥FSK FSK

保守けF

用途‥… …･キャリングカードター
ミナル

回線数‥‥… …【回線

電気的仕様‥‥‥RS-232C

伝送方式･‥‥‥‥調歩同期

伝送速度…･･･l′200bps

拡張機器けF

用途……= …パーソナルコンビュー
本 体 タ･ワークステーション

回線数=… …l回線

電気的仕様=…･RS-232C

伝送方式‥=‥…調歩同期

伝送速度･……･l.200bps

TMけF専用
伝送路l/F

用途…‥ ･･･t･TM,センターとのシ
リアルけ0

回線数･･… ･‥2回線
電気的仕様……パルストランス

伝送方式‥‥‥･‥調歩同期

伝送速度‥…‥‥62.5kbps

インタホン

用途‥…‥‥･‥･‥センタ通話

回線数…= ･l回線(インタホン子
レF 機,最大6台)

通話方式…=…･同時通話

エレベー

クーけF

用途…‥ …‥‥MAS

回線数‥… …l回線(最大3台)
電気的仕様‥=‥カレントループ

伝送方式…‥‥‥調歩同期

入出力

処理部
(TM)

CPU
8ビットワンチップマイクロコンビュ

一夕

外書馴/F

HIRISl/F (HIRIS参照)

Pl/OIF

Dl 24V,4mA

DO 24V,100mA

Pl 24V,50ms幅

Al
-5～0～5V.4～20mA,
0～100mV

AO 4～20mA,0～15V

Rl Pt100¢,Ni5000

RO 64ステップ

注:略語説明 WDT(Watohdog Timer)

DP/PB(Digita】Pulse/Push Button)

FSK(Frequency Shift Keying)

MAS(Mamtenance Auto Station)

l/F(lnterface)

Pl/0(Processlnput Output)

Dl(ディジタル入力)

DO(ディジタル出力)

Pl(パルス入力)

A】(アナログ入力)

AO(アナログ出力)

Rl(抵抗入力)

RO(抵抗出力)

37



1030 日立評論 VOL.70 No.10(1988-10)

(4)エレベーターとのインタフェースを標準装備とした｡こ

れにより,エレベーターモニタやかご内からの非常通話など,

エレベーターシステムとの統合化が容易に図れる｡

(5)ビル設備の増･改築に伴う機能変更に容易に対応できる

ようにするためICカードを採用した｡

(6)小形の携帯保守端末｢キャリングカードターミナル+を

HIRISに接続してビル設備の運転状態のモニタやデータの設

定･収集ができる｡

このため,中央処理装置を使用しなくてもHIRISだけでビ

ル設備との調整･確認作業が容易に行える｡

このキャリングカードターミナルの外観をp.33の図5に示

す｡

3.2 機 能

2章で述べた機能分散の考え方のもとに,インテリジュン

ト端末HIRISには表2に示す機能を持たせている｡

すなわち,ビル設備とのインタフェース,状態･故障の監

視,計測･積算,スケジュール制御･空調DDCなどの自動制

御,及び中央とのデータ通信の機能を備えている｡

切 PBXシミュレータ

中′ト規模のインテリジェントビルではPBXが最もポピュラ

ーな伝送メディアである｡このPBXは,ビル管理システムを
含めたビル内システムの統合伝送路として使用される傾向に

ある｡

しかし,PBXの場合は専用LANと異なり,PBXに接続され

る電話やOA(Office Automation)などの使用状況がビル管理

システムの応答時間に大きく影響を及ぼす｡

このため,PBXに関する評価をシステム計画･設計段階で行

えるように,支援ツールとしてPBXシミュレータPLUS-PBX

を開発した｡

このPLUS-PBXは,図5に示すようにビルの規模･用途,

入 力

●ビル仕様

･ビル規模

･ビル用途
など

●設備仕様

･設備規模

･設備種類
など

●共通仕様

●PBX仕様

･時間帯
など

D団D

出 力

●PBX負荷

●待ち合せ時間

●ホスト回線数
など

図5 PLUS-PBXのアルゴリズム ビル仕様,設備仕様などを入

力してPBX負荷,待ち合せ時間などを出力する｡

設備の規模･種類,PBXの能力･定格,時間帯などを入力し

て,PBXの負荷や待ち時間,必要回線数などを求めるもので

ある｡図6にPLUS-PBXによるシミュレーション結果の一例

を示す｡

切 日立ビルシステム研究センタ

5.1概 要

インテリジェントビルは米国に始まり,近年,我が国でも

普及してきた｡しかし,我が国ではまだ定義やビジョンが明

確でないため,夢と希望を織り交ぜてとらえているのが現実

である｡

そこで,ユーザーの｢求めているもの+,｢得るもの+,また

設計事務所やサプライヤとして｢どのようなサービスを提供

できるか+を明確にして,インテ】jジュントビルのあり方,

表2 H旧ISの分散機能 中央処理装置,HIRIS,設備機器の分散機能の内容とデータの流れを示す｡

中央処理装置 インテリジェント端末■`HIRIS'' ビル設備

基準時玄り,登毒量スケジュール 基準時刻受信及び時刻管理 送風温度制御,可変風量制御 ダンパアクチュエータ(AO)

ヲ罷業延長スケジュール, 1週間スケジュール, 外気プ令房制御,最小外気量制御 冷温水弁(AO)
臨時スケジュール 臨時スケジュール保持 ウオーミングアップ及びクーリ 加湿弁(DO)
季節判定･冷暖判定 季節判定･冷暖判定保持 ングダウン制御 切換弁(DO)
外気利用判定 外気利用判定保持 ゼロエネルギーバンド制御 FAN動力(DO)
各種統合制御 各種統合制御指令保持 スケジュール制御 FANINV(AO)
各種予測機能 . パラメータ借上下限値保持 手元スイッチ入力による発停制御. 出入管理(DO)
パラメータ設定,上下限値盲没定

OA遠隔オン･オフ

マニュアルオン･オフ

モニタ,記毒景のリクエスト

0
設備モニタ,計測モニタ

異常上位発幸艮

設備情報管理

設備情報収集管理

各種トレンド,履歴管王里

収集データ,プ統計データ上イ立転送

くコ

ループ制御設定値保持

中央マニュアル発停出力

状態変イヒ,

警妻板ローカルファイル

計測値ローカルファイル

運転時間･回数積算

計量パルス積算

キャリングカードターミナル

によるモニタ

キャリングカードターミナルによ

る個別操作(メンテナンス用)
出入管理空調機オン･オフ

0
状態変化検出,警報検出,

上下限検出

計測値検知

手元スイッチ入力検出

出入管理入力(最初入,最終出)
くコ

温度(Rり

湿度(Al)
風速(AIor Dl)

差圧スイッチ(Dり

手元スイッチ指令(Dl)

状態(Dり 出入(Dl)

故障(Dり
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*********** PBX負荷シミュレーション ***********

100

負

荷

(%)0

時刻 012 3 4 5 6 7 8 91011121314151617181920212223

時刻 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

負荷 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 11,0 8.0 14.0

時刻 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

負荷 3.0 14.0 13.0 13.0 臥0 11.0 11.0 8.0 6.0 3.0 2.0 0.0

次の処理は(1:内線数計算,2:応答時間,3:入力データ変更,4:終了)?2巨]

く入力条件〉

H忘/呂琵琶冨妻紙子ル待ち合せ制限韻書子宮0
〈評価結果〉

生起率(%)
待ち時間(秒)

H旧IS通信時間:0.600

内線数

時間帯
1 2 3 4 5 評 価

朝のど-ク 100 10 10 10 10 内線数2(回線)
(9時) 34. 12. 5-7 2_2 0 待ち時間誤差二0.0(%)

昼のピーク 100 10 10 10 10 内線数2(回線)
(†3時) 17. †2. 5.7 2.2 0 待ち時間誤差:0.0(%)

夕方のピーク 100 10 10 10 10 内線数2(回線)
(18時) 25, 12. 5.7 2,2 0 待ち時間誤差:0.0(%)

夜間のピーク 90 10 10 10 10 内線数1(回線)
(19時) 8-6 12. 5フ 2.2 0 待ち時間誤差:50,1(%)

昼間の平均 90 10 10 10 10 内線数1(回線)
待ち時間誤差:50.1(%)(9-18時) 8.6 12. 5フ 2.2 0

(人)
(秒)

00=秒)

総合評価: 内線数は,2(回線)をお奨め致します｡

次の処理は(l:負荷,2:応答時間,3:入力デ⊥タ変更,4:終了)‖ 凶

図6 PLUS-PBXシミュレーション結果 使用時間帯ごとに負荷や待ち合せ時間など,PBXに関する評価ができる｡
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図7 HBS研究センタ向けビル管王里システム BUILMAX-MDを中核とLてPBX,セキュリティシステム,ビルマネジメントシステム,遠隔監

視システムなどを統合化している｡
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運用の仕方を具体的実例のもとに研究,体験するため日立製

作所の実験システムを構築することになった｡

このために研究委員会を発足させ,日立グルー70の幅広い

エンジニアリング技術を結集して開発を推進してきた｡この

成果として,｢日立ビルシステム研究センタ+(以下,HBS研究

センタと略す｡)を昭和63年10月に完成させた｡

5.2 HBS研究センタ向けビル管理システム

HBS研究センタ向けビル管理システムを図7に示す｡機能

分散形システム"BUILMAX-MD''をヰ核として,空調,受

変電及び防災･防犯などのビル設備とインテリジェント端末

HIRISとを日立製作所のCX-5200形ディジタルPBX(以下,

DPBXと略す｡)を介してリンケージした｡また,入室管理セ

キュリティシステム,遠隔監視センター,電話端末及びパー

ソナルコンピュータと接続してシステム化を図った｡

本システムの主な特長を次に述べる｡

(1)入室管理セキュリティシステムとの統合化によって各オ

フィスの空調機,照明,エレベーターの制御とID(Ident泊er)

カードとの連動を図った｡

(2)日本電信電話株式会社加入電話回線網を介して,日立エ

レベータサービス株式会社監視センタや警備保障会社管制セ

ンタと24時間,365日の連続監視体制を敷いている｡異常や緊

急事態発生時には直ちに専門技術者が出動し対応するので,

夜間や休日などの管理の無人化を可能とした3)｡

(3)DPBXを介して多機能電話機やプッシュホンなどからの

パッケージ式空調機のテレコントロールを可能とし,制御の

パーソナル化を図ると同時に,専任オペレータの介在を不要

とした｡

(4)インテリジェント端末HIRISによる分散制御によってシ

ステムの信頼性を高め,各種の自動運転制御,省エネルギー
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制御を行い,運転操作の無人化を図るとともに省エネルギー

化を図っている｡

(5)日立製作所のB16/EXⅡ形パーソナルコンピュータによっ

て,IDか一ドのID登録･削除,経費負担部門ごとの使用電力

料金管理,館内ホールインフォメーションの表示内容の編集

などのビルマネジメント機能を可能とした｡

(6)DPBXや機能分散システム構成などによって配線工事が

大幅に軽減され,同時に将来のビル設備の増改築に伴うシス

テム拡張を容易なものとしている｡

山 結 言

以上,インテリジュント端末HIRISによる機能分散形ビル

管理システムを主体に述べた｡

インテリジェント化の波は中小規模ビルへも急速に広まり

つつあり,大規模ビル以上に,これら中小規模ビルでは統合

化ニーズとその効果は高く,新しく開発したインテリジェン

ト端末HIRISの成果が期待される｡

HBS研究センタのモデルシステムをもとに,使い勝手面の

検証を行いながら,居住者,オーナー双方にとって価値ある

インテリジェントビルシステムの研究,開発を更に行ってゆ

く考えである｡
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